
ヨコハマトリエンナーレ2 0 1 4開幕！

LOGBOOK 遊んで作るのワークショップ
LOGBOOK は、まちを海に見立て、その海を航海したあ
なたの「航海日誌 ; logbook」をつくり、それを誰かと交
換して遊ぶアートプロジェクトです。いつもと違う視点で
まちを歩き、自分の発見したまちの魅力からオリジナル
「logbook;航海日誌」作りに挑戦します。 
●第1回
日　時： 8/24（日） ①13:00～15:00／②15:30～17:30
場　所： 横浜美術館 アートギャラリー2
●第2回
日　時： 8/31（日） ①13:00～15:00／②15:30～17:30
場　所： 演劇センターF

 横浜市中区初音町2-43-6 Kogane-X Lab.
●第3回
日　時： 9/14（日） ①13:00～15:00／②15:30～17:30
場　所： 横浜美術館 アートギャラリー2
（第1～3回とも）
定　員： 各回15名（定員に達し次第、受付終了いたします）
申　込： ハマトリーツ！ ウェブサイトより事前申込、または
 当日ワークショップ会場に直接ご来場ください。

（ウラ）おもてなしプロジェクト
【水戸芸サポーターXハマトリーツ!】

ヨコトリ2014を通して新たな人とのつながりを目指すべ
く、様々なアートイベントに関わっている団体とのコラボ
企画。第一弾は水戸芸術館サポーターのみなさんと交
流します！ 水戸芸術館サポーターのみなさんをハマトリー
ツ!のみんなでもてなしましょう!
日　時： 8/31（日）
参加費： 2,000円
 （その他各自交通費、ツアー同行の方のみチケット代）
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み
ご
と
に
開
幕
、

し
か
し
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
！

　「
と
て
も
す
て
き
な
ヨ
コ
ト
リ
2
0
1
4

に
仕
上
が
り
ま
し
た
、ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
」

　
自
分
で
言
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、そ
の
よ
う
に
声
を
大
に
し
て
呼
び

か
け
た
い
今
の
心
境
で
あ
る
。

　
8
月
1
日
、初
日
の
午
前
、子
供
客
が
た
く

さ
ん
来
場
す
る
な
か
、グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
設
置
さ
れ
た
マ
イ
ケ
ル・ラ
ン
デ
ィ
作
の
巨

大
な
作
品「
ア
ー
ト・ビ
ン
」に
、失
敗
作
を
持

ち
寄
っ
て
投
棄
す
る
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
日
比
野

克
彦
さ
ん
や
椿
昇
さ
ん
、そ
れ
に
松
井
冬
子

さ
ん
ら
が
、高
さ
7
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
か
と

い
う
階
段
を
の
ぼ
り
、作
品
の
投
棄
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
7
月
31
日
に
は
、特

別
内
覧
会
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ

た
。嬉
し
い
こ
と
に
、「
今
年
の
ヨ
コ
ハ
マ
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
は
最
高
に
す
ば
ら
し
い
」と
、国

内
外
の
何
人
も
の
ゲ
ス
ト
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
。
妥
協
せ
ず
ブ
レ
な
い
姿
勢
を
貫
い
た

の
が
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。始
ま
る
ま
で
は
、

記
者
会
見
で「
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
な
内
容

で
す
ね
」と
不
満
の
声
も
客
席
か
ら
あ
が
っ
て

い
た
が
、そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
や
っ

と
理
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大

事
な
こ
と
を
語
る
、そ
れ
が「
難
解
」に
な
る

か
と
い
う
と
、決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
い
う

点
、こ
れ
は
ぜ
ひ
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
と
も
か
く
、こ
う
し
て
ヨ
コ
ト
リ
の
夏
は
今

の
と
こ
ろ
順
調
に
出
航
し
た
よ
う
で
あ
る
。

よ
か
っ
た
。　

　
で
も
問
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
れ
か

ら
で
あ
る
。
9
月
10
月
と
、今
の
テ
ン
シ
ョ
ン

を
持
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
い
わ
け
で
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
、ど
う

か
さ
ら
な
る
パ
ワ
ー
で
ヨ
コ
ト
リ
を
推
進
さ

せ
る
べ
く
、引
き
続
き
の
ご
協
力
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
11
月
3
日
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ま
で
気
を
抜
か
ず
、私
も
頑
張
り
ま
す
。

【森村泰昌  プロフィール】1951年、大阪市生ま
れ、同市在住。京都市立芸術大学美術学部卒業、
専攻科修了。1985 年、ゴッホの自画像に扮したセ
ルフポートレイト写真を発表。以後、一貫して「自
画像的作品」をテーマに、美術史上の名画や往年
の映画女優、20 世紀の偉人たちなどに扮した写
真や映像作品を制作している。
ヨコハマトリエンナーレ2014アーティスティック・
ディレクター。
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次号予告アーティストインタビュー&躍動するサポーター 9 月 中 旬 発 行 予 定！
調子に乗って次号もカラーです。
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森村泰昌

横浜トリエンナーレサポーター Hama-Treats!’s フリーペーパー MESSAGE ヨコトリーツ!  vol.7

『ヨコトリーツ!（Yoko-Treats!）』は、「横浜トリエンナーレ」を応援し一緒に盛り上げる活動を行うサ
ポーター“ハマトリーツ!”による手作りのフリーペーパーです。「トリーツ／Treats」には、「思わぬ喜
び、とてもいいもの」という意味があります。横浜のいいもの、楽しいものをお伝えしたい！  ということ
で名付けました。ハロウィンの決まり文句  “Trick or Treat!”（「トリック オア トリート！」＝お菓子をくれ
なきゃイタズラするぞ！）から連想して、みんながワクワクするような情報交換の場を目指しています。

ヨコハマトリエンナーレ2014 「華氏451の芸術：世界の中心には忘却の海がある」
会期： 2014 年8月1日（金）～11月3日（月・祝）｜主会場： 横浜美術館、新港ピア（新港ふ頭展示施設）

アーティスティック・ディレクター： 森村泰昌
ヨコハマトリエンナーレ2014公式WEBサイト　http://www.yokohamatriennale.jp/

江藤真央　http://maoeto.tumblr.com

Hama-Treats! Event Calendar
※イベントの開催日時・場所・内容は予告なく変更される場合があります。最新情報はハマトリーツ！ウェブサイト、またはヨコトリ公式ウェブサイトにてご確認下さい。

和田昌宏を解剖する（全3回予定）
ヨコハマトリエンナーレ2014 出品作家である和田昌宏
さんと生で徹底的に向き合ってみませんか？ 和田さん
ご本人による過去作品の上映をしながら、アーティストと
しての思い入れなどを語っていただきます。
●Vol.2　たったひとりで世界と格闘する
日　時： 8/30（土）15:00～17:00
場　所： 横浜美術館アートギャラリー1
定　員： 30 名
登壇者： 和田昌宏（ヨコハマトリエンナーレ2014出品作家）
 庄司尚子（ヨコハマトリエンナーレ2014 コーディネーター）
申　込： ハマトリーツ！ウェブサイトよりお申込みください。
参加費： 無料（参加にはヨコトリ2014当日有効なチケットが必要です）

しばいたろか現代アート（全5回予定）
横浜美術館主席学芸員の天野太郎さんによる、アートコ
ラムです。顔のみえる距離で、天野さんのお話を味わえる！ 
裏話も聞けるかも？
●Vol.1　世界に対して物申す！
日　時： 8/29（金）19:00～21:00
場　所： 日ノ出町 日ノ出スタジオ
 横浜市中区日ノ出町2-145先
●Vol.2　おいおい、中心ってなんやねん
日　時： 9/12（金）19:00～21:00
場　所： 黄金町 高架下スタジオSite-D集会場
 横浜市中区黄金町1-2番地先
（Vol.1・2とも）
定　員： 30 名
登壇者： 天野太郎（ヨコハマトリエンナーレ2014キュレトリアルヘッド）
 ヨコトリキュレーションチーム
申　込： ハマトリーツ！ウェブサイトよりお申込みください。
参加費： 無料（参加にはヨコトリ2014当日有効なチケットが必要です）

《今後の開催予定》
Vol.3 「あかん忘却（わす）れさせて」
  9/26（金）19:00～
Vol.4 「海とアート、深いのどっちやろ？（仮）」
 10/10（金）19:00～
Vol.5 「ごっつけったいな芸術」
 10/24日（金）19:00～

座学講座などのヨコハマ
トリエンナーレ2014をよ
り深く知るためのプログ
ラムです。

※LOGBOOK；市原幹也（演出家）と野村政之（ドラマトゥルク／
演劇作家）が共同開発したプロジェクトです。 
http://logbookinfo.tumblr.com/

イベントのお申し込みは……

http://www.yokotorisup.com

横浜トリエンナーレサポーター“Hama-Treats!”
公式WEBサイト

ヨコハマトリエンナーレ 2014本展イベント情報

ヨコハマトリエンナーレ2014 公式グッズ

忘却（わす）れずにゲットしよう！ 今しか手に入らないヨコト
リ2014公式グッズ！ 横浜美術館ミュージアムショップおよ
び新港ピアオフィシャルショップで絶賛販売中！
※価格は全て税込

横浜美術館ミュージアムショップ／新港ピアオフィシャルショップ
【営業時間】10:00-18:00（8/9、9/13、10/11、11/1は20:00まで）
ヨコハマトリエンナーレ2014休場日は休業

ヨコトリビジュアルデザイ
ナーの有山達也氏が色か
ら選んだ、他にはないイ
ンパクト大のバッグです。
これを持って忘却の海に
出る舟に乗りましょう！

トートバッグ（グレー/ピンク）
デザイン：有山達也
各 1,800円

チケットフォルダ　380円

フィールドノート　350円

ハマトリーツ！
会員限定

オリジナルスタンプを作って
ヨコトリ2014を盛り上げよう！
ヨコトリ2014 のタイトルにある「忘却」や「451」、展覧会
を観て湧き上がってきた言葉や文字をゴム板に彫ってオ
リジナルスタンプを作ってみよう！ できあがったスタンプ
を布バッグやTシャツに押してオリジナルのヨコトリグッ
ズにするのもステキです。
会　場： 横浜美術館 アートギャラリー2
日　時： 8/31（日）11:00～16:00（受付は15：30まで）
参加費： 100円

忘却しないようにメモをした
り、逆に忘却したいことを書き
留めてみたり…色々と使える
ノートです。



ヨコハマトリエ
ンナーレ2014

開幕! 

カ
フ
ェ
も

ア
ー
ト
で
す

 《菓子451》 カフェ・オ
ブリビオン

 《ひかりのみずたまり》 Café小倉山

注目の作品を
ちょっと紹介！

釜芸がおっちゃ
んたちとヨコハ

マにやってくる
!

「饒舌にアピ
ールする言

葉や大声で話
される演説

といったもの
に、私たち

は目がいって
しまいがち

だが、それとは
対局にあ

る、黙っている
こと、沈黙、

ささやき、こう
いう世界

が内に含む豊
かさや深さを

私たちは忘れ
てはならない

」アーティ

スティック・ディ
レクターの森

村泰昌氏は本
展のキーワー

ド「忘却」

について語っ
た。「見えない

、見てはならな
いとされてい

るもの、

語り得ぬもの
、語ってはなら

ないとされる
もの、あるいは

、子ども

の頃には持って
いたのに、大人

になると忘れ
てしまう空想や

妄想、

こういうものも
普段、私たちが

見落としがちな
、大切な忘れ物

では

ないでだろう
か。「ヨコハマ

トリエンナーレ
2014」は、私たち

が何

処かに置き去
りにしてしまっ

たような、しか
し、本当はずっ

と心に持

ち続けてほし
い、大切な忘れ

物を探す旅で
ある。良い芸術

とは何

なのか、をテー
マに問いかけ

たい。そして、
ここに集められ

た400

数点の作品を
次世代の子ど

もたちにもみ
てもらいたい

」ADとし

ての熱い思い
が伝わる会見

だった。（梶原
）

2014年8月1日、私たち
が待ちに待っ

たヨコハマト
リエンナーレ

2014が、ついに
開幕した。

「華氏451の芸術：世界
の中心には忘

却の海がある
」のタイトルの

もとに、「2つの序章と
11の挿話から

なる物語」を
巡る旅がはじ

まった。

この旅は、どこ
か頭の片隅に

記憶されなが
らも、いつの

まにか忘れ去
られてしまっ

た「大切なも
の」に目を向

けて、

その「大切さ
」に気づき、改

めて考えてみ
る、いわば、「

忘却の旅」で
ある。

森村泰昌AD語る！

7
月
31
日
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見

7月31日の内覧会
でこの“ゴミ箱

”

に最初に作品
を捨てたのは

森村

AD。長さ16mの作品を広
げながら

投棄すると、そ
こに描かれて

いた森

村AD自身の自画
像を一瞬だけ

鑑

賞することがで
き、会場に歓声

が沸

いた。また、8月3日には、マイ
ケル・

ランディが自
画像を投棄。

他にも、

参加アーティス
トのサイモン・

スター

リング、スペシ
ャルサポータ

ーの茂木健一

郎、日比野克彦
はサッカーボー

ル作品を蹴

り入れるなど
、投棄パフォー

マンスが続い

た。椿昇は、教
え子の学生と

その場に居合
わせた来場者

とともに150個

位の木箱から
なる一つの作

品を捨て、本作
を異なる方法

で楽しませて
く

れた。思いがけ
ず作品を捨て

ることを体験で
きた人達から、「

とても嬉しい」

「アート・ビン
に参加できて

、楽しかった」と
の感想が聞こ

えた。（梶原）

失敗作や眠っ
ていた作品な

ど、芸術作品で
あれば

誰でも捨てら
れる「忘却の容

れ物」

《アート・ビン
》マイケル・ランディレイ・ブラッド

ベリの

小説『華氏451度』へ

のオマージュ
として、

特別に作られ
た「世

界でたった1冊の本」。

本は消えても
言葉は

燃えないとい
う意味

を持ち、本展
のテー

マを象徴する
作品である。ス

ターリン政権
下に口伝

で残されたア
ンナ・アフマー

トワの詩をは
じめとする

8本のテキス
ト、ナチスの爆

撃を避けるた
めに作品

を疎開させ空
っぽになった

エルミタージ
ュ美術館の展

示室を描いた
素描、

志賀理江子の
写真などが収

録されている
。6kgの総革装豪

華本で、会期後
、

この世から消
えてなくなる。

　会期中は、ロ
シア語、ドイツ

語、タイ語、ベ
ンガル語、韓国

語、日本語で書
か

れた8つのテキスト
を、それぞれの

言語で朗読す
るパフォーマン

スが、サポー

ターとゲストに
より行われる。

（梶原）

本当に世界で
たった1冊の本

《Moe Nai Ko To Ba（燃えない言葉）》

捨てる直前に
自画像を公開

するマイケル・
ランディ。

朗読パフォー
マンス、

実施していま
す！

ヨコハマトリ
エンナーレ2014 「華氏451の芸術：世界

の中心には忘
却の海がある

」

会期： 2014 年8月1日（金）～11月3日（月・祝）｜
主会場： 横浜美術館、

新港ピア（新港
ふ頭展示施設

）

アーティスティ
ック・ディレクタ

ー： 森村泰昌

　ギムホンソッ
クの家族が風

船に望みや思
いを吹き込む

ことにより完成
した作

品。彼らが選
んだ言葉は、母

（Mother） 、達成（Achievement）、旅行（Travel）、

日常の奇跡（Every wonders） 、正義（Rightness）、興味深い
こと（Interest）、魅

力（Attraction）、愛（Love）で、ギムホ
ンソックは、こ

れらの頭文字
をとって、物質

という意味を
もつ単語「MATERIAL」を作品の副

題としている。
風船の中の空

気は、家族の愛
を表し、作品は

、家族の肖像（
＝息の記憶） を

象徴している。
《8つ

の息 MATERIAL》の他に《8つの息 7273》、《8つの息 日常の記念碑
》がある。

　この作品の
傍らで、サポー

ターが作品解
説を行うと、会

場の人々は足
を留め、

真剣に耳を傾
けた。内覧会

の際、サポータ
ーによる解説

が終わり、会場

を去ろうとする
と、ギムホムソ

ックが絶妙のタ
イミングで会場

にあらわれ、

解説したサポ
ーターと握手

を交わし、会場
内は、拍手に包

まれた。（梶原
）

風船に望みや
思いを吹き込

んだ作品

《8つの息  MATERIAL》　

ギムホンソック

「忘却」という
名のカフェ・オ

ブリビオンには
、焼き菓子

セット「菓子451」をはじめ、限
定メニューが楽

しめる。

このカフェは、
本展の展示空

間構成を手が
けた日埜

直彦によって設
計された。（梶

原）

会期中はサポ
ーターによる

解説

を毎日14：00 に実施します
。

　8月3日新港ピア
で、現代美術

作家 やなぎみわ
さんと台湾の

写真家 

沈昭良さんの
アーティスト

・トークが行
われました。沈

昭良さんは、移
動

舞台車を被写
体とした「STAGE」という写真

作品を2006年から制作
し

ています。移動
舞台車は、台湾

でお祭りや冠
婚葬祭などで

用いられるト

ラックで、夜の
闇を華やかに

彩る照明と、歌
謡ショーやポ

ールダンスを

行うための音
響の設備を備

えています。
この日は、マジ

ックアワーと

呼ばれる美し
い夕焼け空を

背景として、移
動舞台車のビ

ビッドな色合

いと空の色が
調和する瞬間

をおさめた「STAGE」シリーズの
一部をス

ライドで拝見
することがで

きました。

　移動舞台車
とやなぎさん

との出会いは
、1998年第一回台

湾ビエンナー
レのオープニ

ングパーティ
。

「派手な屋台
」としか思って

いなかったや
なぎさんです

が、沈さんの写
真を見てその

役割を理解し
ます。

移動舞台車を
知り尽くした

沈さんに案内
してもらい、台

湾中

の移動舞台車
を見て回りま

した。そして、「
日輪の翼」の舞

台化

と日本全国巡
業公演を構想

。日本の交通
規制では走行

が難し

かった移動舞
台車を、台湾の

工場に依頼し
て特別仕様で

製造

してもらうなど
の苦労の末出

来上がったの
が、今回の作品

です。

　さて、トーク
も終盤となり

、いよいよこの
日限定のポー

ルダ

ンスショーの
開幕です。移動

舞台車の屋根
と壁が大きく

開き、

中に描かれた「
夏芙蓉」の花が

まばゆい光に
包まれて輝き

出し

ます。華やかな
衣装を身につ

けたダンサー
がくるくると

ポー

ルを回り、美し
くポーズを決

めるのを見て
、私たちも台湾

のお

祭りの熱気を
ひととき体感

することがで
きました。

　この作品の
装飾部分は、や

なぎさんと京
都造形芸術大

学・東

北芸術工科大
学・国立台北藝

術大学の学生
らとの恊働で

完成

しました。私
たちハマトリ

ーツ !も、外装の羽
の絵の部分の

、

ピンクのカッ
ティングシー

トを一枚一枚
剥がす作業や

垂れ幕に装飾
を施す作業の

サポートをし
ました。

垂れ幕は東北
芸術工科大学

の皆さんが描
いた「東北画」

に、スパンコー
ルで飾りをつけ

ます。最初は戸
惑っ

ていたメンバ
ーも次第に夢

中になり、順調
に作業ができ

ました。台湾の
学生さんとの

ちょっとした
国

際交流も。なに
より作品の一

部に関われた
ことは何もの

にも代えがた
い喜びでした

。

　このように
多くの人の思

いの籠ったこ
ちらの作品。全

国の旅に出て
しまう前に、ぜ

ひ一度、間近で
そ

の美しさを堪
能してくださ

い。そして、ハ
マトリーツ !がサポート

した作品の一
部にも、ぜひご

注目く

ださい ! （入江）

ハマトリーツ！
も協力して完

成したド派手
なトレーラー

《演劇公演「日輪
の翼」のための移

動舞台車》やなぎ
みわ

　設営作業の
ひとつは作品

展示を行う壁
の彩色です。

壁に何を描く
か。主宰の上田

假奈代さんか
ら波を描く

という構想が示
されましたが、

どんな大きさの
波？ 形は？ 

と実際に作業
する人たちの

イメージがかた
まりません。

そんななか、上
田さんが「2日前に亡く

なった （釜ヶ崎住民
の）Fさんと最

後に

話した和歌山
の海。その波を

描きたい」と語
り、最初の

一筆。これから
イメージがふく

らみ、どんどんは
かどります。

　展示台も同
様に彩色。一人

に一つ担当し、
何か自分自

身のアート作品
を制作している

ような感覚にな
りました。

　天井へ書道
作品を貼る作

業も並行して
行われてい

ます。ついつい
作品の文字を

読んでしまうよ
うで、「哲

学的なことが
書いてあるー

」、「縦長の半紙
にまさかの

横書き」など声
が聞こえてきま

す。こちらも楽
しそう。

　その後、四畳
半の小上りが

置かれ、さまざ
まな飾り付

けがなされ、み
んなの工夫の

3日間で空間
は暖かいも

のとなりました
。（ウエダ）

9月20日、21日には「釜ヶ
崎の現役炊出

番長が炊出し
を実践し、その

意味について
語る」TAKIDASHI カフェ他、狂

言などヨ

コトリ出張講座
「釜ヶ崎芸術大

学 inヨコトリ」が
行われます。そ

こに釜ヶ崎から
多くのおっちゃ

んに来てもらう
ためのクラウド

ファ

ンディング（ネ
ットを用いた資

金集め）が進行
中です。  https://motion-gallery.net/projects/cocoroom  （8月31日まで）

かつての日雇
い労働者のま

ち大阪釜ヶ崎
。高齢化が進む

このまちの住
人をはじめ誰

でも一緒に学
び合

うプロジェクト
が「釜ヶ崎芸術

大学」である。
その拠点ココ

ルームを横浜
美術館内に再

現する設営が7

月19日から21日まで行わ
れ、横浜トリエ

ンナーレサポ
ーター ハマトリーツ！

もお手伝いし
た。

横浜美術館の
Café小倉山には

、ヨコハマトリ
エンナーレ

2014参加作家の
三嶋安住と三

嶋りつ惠、親子
のユニット

による作品が展
示されている。

キューバをイメ
ージしたコ

バルトモヒート
やイギリスをイ

メージしたフル
ー

ツティーなど本
展に参加した

作家の国にち
な

んだドリンク（451円）、三嶋りつ
惠の制作した

グラスで楽しめ
るドリンク「ひか

りのみずたま

り」（600円）などの販
売がある。（梶

原）

Cafe Oblivion カフェ・オブリ
ビオン（新港ピ

ア）

Café小倉山（横浜
美術館）

新港ピア会場
に入ってすぐ目

に飛び込んで
くる、大きな移

動舞台車。この
車は、ヨコトリ2014での展示を

経て、

やなぎみわ作・
演出・美術の演

劇「日輪の翼」（
原作：中上健次

）の全国巡業公
演の舞台として

の活躍を予定
する。

「日輪の翼」は
、「路地」（被差

別部落）から飛
び出し、冷凍ト

レーラーで聖
地巡礼の放浪

の旅を続ける7人の老

婆と若者たち
を描いたロード

ノベル。第11話「忘却の海
に漂う」という

テーマにおい
て、まさに「漂

流する存在」

を象徴する作
品である。
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